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�社外の評価・意見�

　滋賀銀行は、日本の金融機関の中で早くから環境配慮の金融活動に取り組み、

銀行のＣＳＲ活動で多くの実績を挙げてきたのは周知の通りです。国連環境計画・

金融イニシアテイブ（ＵＮＥＰ　ＦＩ）の活動にもいち早く参加していただきました。なぜ、

このようなＣＳＲに立脚した金融活動が可能だったのでしょうか。勿論、「三方よし｣の

企業倫理を生んだ地域社会や、琵琶湖の環境を危機から守った地域住民の存在が

大きな力になったのは否定できないでしょう。しかし、より重要なのは、頭取の高い見

識と強いリーダーシップ、それに、一丸となってＣＳＲの実践に取り組んだ役職員の皆

さんの努力ではないでしょうか。「行是｣は述べています。「自分にきびしく　人には

親切　社会につくす」と。この精神が真に行内に浸透したからこそ、地域社会から信

頼され、両者の共存共栄が実現したものと思います。滋賀銀行は、地方銀行として

のひとつのロールモデルを創り上げたといっても過言ではありません。�

　ところで、地球社会はさまざまな課題に直面しています。言うまでも無く、地球温暖

化であり、グローバリゼーションであります。�

　そういった中、金融機関の社会的責任を巡る新しい流れが出てきました。金融機

関が担う金融機能をこれら地球社会が抱える課題の解決にもっともっと活用しようと

いう動きです。社会の成熟と共に企業市民に対する社会からの要求や期待は一段

と高度化してきているのはよく言われているところです。今や、金融機関には、そうし

た一般論としてのＣＳＲに加え、「金融という社会の基礎インフラ」を活用した貢献が

新たな社会的責任として加わってきたのです。�

　換言すれば、金融機関はお金の流れに携わる本業を通じて社会に貢献すること

が強く求められているのです。欧米の金融機関は、社会からのプレッシャーも非常に

強いこともあり、その辺りはよく認識し、地球的課題への積極的な取り組みを始めて

います。しかしながら、わが国の金融機関は総じてその認識が少し不足気味なのが

気になるところです。�

　幸い、滋賀銀行は「カーボンニュートラルローン　未来よし｣や地球温暖化ガス排

出量削減などに取り組んでおり、その姿勢は高く評価されます。地球温暖化がますま

す深刻さを増しているいま、滋賀銀行が一段と高いステージに挑戦し、21世紀の金

融機関が果たすべきＣＳＲの構築へ向けて先導役を果たすことを大いに期待すると

ころです。�

略歴�
１９４５年  １月　鹿児島生まれ�
１９６７年  ３月　東京大学経済学部卒業�
１９６７年  ４月　三菱銀行入行�
１９７３年  ５月　ニューヨーク支店�
１９８２年１０月　バンコック駐在員事務所長�
１９８７年  ６月　成城支店長�
１９８９年  ５月　米州営業部長（ニューヨーク）�
１９９４年  ４月　ニューヨーク支店長�
１９９４年  ６月　取締役�
１９９６年  ４月　東京三菱銀行信託会社�
　　　　　　 （ニューヨーク）頭取�
１９９８年  ６月　日興アセットマネジメント副社長�
２００２年  ６月　同退社�
２００３年  ７月　国連環境計画・金融イニシアテイブ�
　　　　　　 （ＵＮＥＰ ＦＩ）特別顧問�
２００４年  １月　川崎市国際環境施策参与�
２００６年  ５月　鹿児島市環境アドヴァイザー�
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国連環境計画・金融イニシアテイブ�
特別顧問　末吉竹二郎�




